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清清清清らかならかならかならかな「「「「妙道会教団妙道会教団妙道会教団妙道会教団ごごごご聖地聖地聖地聖地」」」」をををを体感体感体感体感    ～～～～新宗連京都府協議会新宗連京都府協議会新宗連京都府協議会新宗連京都府協議会    教団訪問教団訪問教団訪問教団訪問～～～～  10 月 2 日、新宗連京都府協議会では、恒例の教団訪問が実施されました。今年は 20 回目という節目にあたり、6教団から32名が参加し、「妙道会教団ご聖地」（滋賀県大津市栗原）を訪問しました。  妙道会は法華経を基とする教団で、先祖供養と法華経実践を説いて 
います。また、世界平和にも熱心に取り組んでおられます。  バスで到着した一行は、妙道会教団の幹部のみなさんに出迎えて頂き、教団の教えや活動を学び、ご聖地の施設を見学しました。  法華経の「見宝塔品第十一」にちなんで、世界平和の祈りのこもった 

   「妙道会教団ご聖地」 （左・中央） 「ＴＯＴＯ滋賀工場」 工場見学（右）   

『大宝塔』の前で教団ごとに、平和の祈りを捧げました。その後、参加者と妙道会の方々とが懇談して、教団訪問を終えました。  「ご聖地」を囲む自然の空気にふれ、眼下に広がる琵琶湖を眺め、一行は心清まる思いがしました。   妙道会教団を後にして琵琶湖大橋を渡り、「ＴＯＴＯ滋賀第二工場」（滋賀県甲賀市水口町）を訪れ、システムキッチンと洗面化粧台の製造工程を見学しました。   工場内で会社の沿革と製品開発についての説明を受け、2 班に分かれて工場内の見学を行いました。身近なところにある製品ができ上がる過程を目にし、省エネ・節水に取り組まれていることを学ぶことができました。 
歴史歴史歴史歴史にににに学学学学びびびび、、、、芸術芸術芸術芸術にふれたにふれたにふれたにふれた研修会研修会研修会研修会    ～～～～かめおかかめおかかめおかかめおか宗教懇話会宗教懇話会宗教懇話会宗教懇話会～～～～ ここだけです。  さらに「大本」の出口王仁三郎氏も同神社を崇め、出口氏直筆の書画が奉納されています。  上田宮司の研修では、円山応挙が同神社を信仰していたことにもふれられ、由緒ある神社としての歴史を紹介されました。  10 月 13 日、かめおか宗教懇話会加盟教団の研修会が小幡神社（亀岡市曽我部町）で行われました。一同は社殿に礼拝（下写真）の後、上田正昭宮司から神社の歴史と信仰について学びました。  小幡神社は和銅元年（西暦 708年）に社殿が建立され「延喜式」神名帳に掲載されている古社であり、開花天皇を祭神とするのは全国で     紅葉の候、京都は観光

シーズンを迎えます。海
外からの観光客と街角

や電車やバスで出会う
ことが増えるでしょう

▼先日、バスに乗って来
た外国人に小銭がなく、

運転手が乗客に両替を
頼んだところ、一人の男

性がそれに応じました。
それに対し日本語で「あ

りがとう」と応えました
▼同じバスの中、若い女

性が持っていた傘を倒
しました。その外国人が

傘をとって渡したので
すが、女性は何も言わず

に受け取りました▼京
都教会壮年部が「ありが

とう一日百回運動」を展
開しています。人間関係

づくりや、自己の魂の浄
化に「ありがとう」とい

う言葉は威力を発揮す
るといいます▼庭野会

長の９月の法話に「『あ
りがとう』の由来」があ

りました。この世に生を
受けたこと。死ぬのが決

まっているのに今は生
きている。だから「有難

い」ことなのだと。今年
も二カ月、「有難い」と

一年を締めくくりたい。 

時
々

刻
々  

 

平安月報 The HEIAN monthly report  
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今月のことば ～～～～観音観音観音観音さまのさまのさまのさまの心心心心でででで布教伝道布教伝道布教伝道布教伝道をををを～～～～ 京都教会長 佐藤益弘 機関誌『佼成』11 月号の表紙をめくると、「フォトフレーム仏掌」というカラー写真と文章が掲載されています。毎号とても素晴らしいものですが、特に今号の福島・裏磐梯の景色を見ながら、人間は自然の恵みを沢山いただきながら、身心ともに癒され、育まれて生きることが叶っており、つくづく有り難いことであると思いました。  さて、11 月号の『佼成』における会長先生ご法話は、「「「「頼頼頼頼りにりにりにりにされるされるされるされる人人人人」」」」であります。    冒頭に、妙法蓮華経観世音菩薩普門品第二十五にある「真観・清浄観 広大智慧観 悲観及び慈観あり 常に願い常に瞻仰すべし」という法華経の名句「五観」を取り上げられ、観世音菩薩を仰ぎ見て、手本としていきたいものですと教えてくださっています。具体的な実践に置き換えると、「人にものを頼まれたときにいやな顔をせず、笑顔で、素直に『はい』と言ってさせていただく―中略―そうしたことを自然にできる人は、おのずとおのずとおのずとおのずと多多多多くのくのくのくの人人人人にににに信頼信頼信頼信頼されるされるされるされることでしょう」とお話くださいました。とても分かりやすいのですが、そう簡単に行じられることではありません。心して実践させていただきたいと思います。  後半の「惜しみない親心」で、リーダーとしての資質は、①信念を貫く気概②ものごとを明るく肯定的に受けとめることと簡潔に示してくださった上で、在りし日の開祖さまのお姿から、具体的なリーダーシップについて教えてくださっています。また、笑顔の大切さとともに、人から頼りにされる、あるいは都合都合都合都合よくよくよくよく 

人人人人にににに使使使使われることがわれることがわれることがわれることが大事大事大事大事であるであるであるであると説いてくださいました。そのためには、いつでも人を思いやる親心、すなわち己を忘れて他を利するという心が育まれるよう、菩薩行に挺身して参りたいと思います。  よくよく考えてみますと、本会発祥の地修養道場、大聖堂から鑑て、東側に佼成病院が開院されました。昭和２７年のことでした。同院の設立理念は、「真観」であります。正しく観て、正しく手当してほしいとの開祖さまの願いによるものです。まさしく観音さまの心が刻まれています。続いて大聖堂の南側には、昭和４５年に普門館が落成し、玄関ロビーには『聖観世音菩薩像』が安置されています。そして大聖堂の西側には昭和５３年落成の法輪閣・大ホールに『十一面千手観世音菩薩像』が安置されています。さらに来年秋には大聖堂北側に新佼成病院が完成し、『真観』の理念のもと医療を通じて多くの人々の救済に向けてのはたらきが活発になるものと思います。こうして大聖堂を中心に観音さまとの深いご縁を賜っていることに、あらためて気づかせていただきました。特に、明年は大聖堂建立大聖堂建立大聖堂建立大聖堂建立５０５０５０５０周年周年周年周年を迎えます。様々なことが整う中で、観音観音観音観音さまのようにさまのようにさまのようにさまのように慈悲慈悲慈悲慈悲のののの心心心心をもってをもってをもってをもって、、、、根本道場根本道場根本道場根本道場でででであるあるあるある大聖堂大聖堂大聖堂大聖堂をををを中心中心中心中心にますますにますますにますますにますます四方四方四方四方へへへへ法華経法華経法華経法華経をををを弘弘弘弘めてめてめてめてほしいほしいほしいほしいと、久遠本仏と一体になられた開祖さまが願われているものと受けとめました。会長先生のご法話の最後にありますように、観音さまの慈悲の心と開祖さまの親心を我が心に刻み、怠ることなく布教伝道させて頂きます。  
庭野庭野庭野庭野開祖開祖開祖開祖のののの事績事績事績事績をたどるをたどるをたどるをたどる    ～～～～写真展写真展写真展写真展やややや映像鑑賞映像鑑賞映像鑑賞映像鑑賞をををを展開中展開中展開中展開中～～～～ 

 
 11 月 15日は「開祖さま」生誕会の式典が開催されます。京都教会では「生誕会プロジェクト」により約 1か月前から、庭野開祖の活躍を知ってもらうための取り組みが行われています。  ひとつは、『開祖さまパネル展～WCRP への軌跡』です。11 月のＷＣＲＰⅨ成功を祈念して、普門館 2階ロビーで開催されています。この写真パネルはこの期間だけ、本部から借り受けたもので、世界平和に向けて活躍された開祖の姿を目（ま）の当たりにすることができます。  展示は前半10 月 20 日～11 月２ 

日、後半 11 月 3 日～15日で、前後半で内容が変わります。  また毎朝教会で、ＤＶＤによる開祖の「法話」を拝聴しています。直接、庭野開祖の姿を見た人は懐かしく思い、会ったことのない会員は開祖の人となりを知る機会になっています。  そして、ＤＶＤ終了後、開祖とふれあうことができた会員が「開祖さまの思い出」を発表しています。  当日の生誕会は本部大聖堂での式典に、衛星放送を通して参加することになります。生誕会は一人ひとりが開祖の願いに沿って、精進できるようにと誓う日でもあります。   
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いよいよいよいよいよいよいよいよ今月開催今月開催今月開催今月開催    ＷＣＲＰＷＣＲＰＷＣＲＰＷＣＲＰⅨⅨⅨⅨのののの概要概要概要概要    ～世界宗教者平和会議(WCRP)第９回世界大会～  世界宗教者平和会議（WCRP）の第９回世界大会が、オーストリア・ウイーンにおいて、11 月 19 日から22 日まで開催されます。その概要は以下の通りです。  ◆開催日  2013 年 11 月 19日(火)～22 日(金) ◆会 場  オーストリア・ウイーン市内    ヒルトン・スタッドパーク・ホテル ◆テーマ  『他者を歓迎する。人間の尊厳、市民権、      そして分かち合われる幸福のための行動』 ◆協 力  アブドッラー国王宗教・文化間対話の         ための国際センター（KAICIID） 

◆大会プログラム  11 月 19日(火)    女性事前会議・青年事前会議  11 月 20 日(水)     開会式   ビジネス会議、全体会議、分科会  11 月 21 日(木)   ビジネス会議、全体会議、分科会  11 月 22 日(金)   ビジネス会議、地域別会合、閉会式  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   京都教会から古田雅章渉外部スタッフが開会式に参加の予定です。次号にＷＣＲＰⅨの報告を掲載します。  
壮年壮年壮年壮年としてのとしてのとしてのとしての生生生生きざまをきざまをきざまをきざまを語語語語りりりり合合合合うううう        ～～～～京都京都京都京都・・・・滋賀教会壮年部交流会滋賀教会壮年部交流会滋賀教会壮年部交流会滋賀教会壮年部交流会～～～～    『『『『ありがとうのありがとうのありがとうのありがとうの日日日日』』』』標語標語標語標語        「「「「ありがとうありがとうありがとうありがとう 1111 日日日日 100100100100 回運動回運動回運動回運動」」」」推進委員会推進委員会推進委員会推進委員会  10 月 6 日、京都・滋賀教会の壮年部交流会が行われました。両教会から４０名が参加し相互の研鑽を図りました。  初めに研修室で開会、京滋教会から代表者各１名が説法しました。その後法座席に移って、交流法座を行い、教会周辺を散策しました。 

 7月 14日から8月 31日まで「ありがとう」の感動を表現した標語・川柳・詩・短文を募集した作品の中から、最優秀作品１点、優秀作品３点が決定しました。  
  

最優秀作品：閉ざされし 心を開く ありがとう 優 秀 作 品：ささくれた 心に沁みる ありがとう 優 秀 作 品：ありがとう あなたと私の あいことば 優 秀 作 品：苦労かけ 背中にそっと ありがとう   この運動は、京都教会壮年部が中心になって実施されています。  庭野日鑛会長の庭野日鑛会長の庭野日鑛会長の庭野日鑛会長の    著書に学ぶ著書に学ぶ著書に学ぶ著書に学ぶ 「「「「こころこころこころこころのののの眼眼眼眼

まなこ
をををを開開開開くくくく」」」」より  今回から今春発行された庭野日鑛会長著の「こころの眼を開く」から紹介していきます。    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ■■■■仏仏仏仏のののの願願願願いにいにいにいに生生生生きるきるきるきる     法華経の中に「願生（がんしょう）」ということが説かれています。これは、私たち人間は、「願って」人間に生まれてきたという考え方です。  では、私たちは何を願って人間に生まれてきたのかといえば、生きとし生けるものが救われ、幸せになってほしいという願いのもとに、人間として生を享（う） 

けた、というのが法華経の教えです。  これは、私たちが人間に生まれてきたことは、すでに大きな「功徳」をいただいているということです。ですから、「すべての人の幸福」という願いをもって生きることが、人間の最高の生き方といえます。これは、人間にとっての最大の願いであり、実は、仏の願いにほかなりません。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  「人は何のために生きるのか」それが分からずに一生を終える人も多い。本来、生まれてくる時には生きる目的を持ってきているということだろう。それを教えてくれるのが、宗教であり、仏教だと説かれています。  
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心心心心ひとつにひとつにひとつにひとつに    布教伝道布教伝道布教伝道布教伝道をををを誓誓誓誓いいいい合合合合うううう 
    

 10 月 20 日、立正佼成会の「お会式・一乗まつり」が大聖堂や本部周辺で行われました。「一乗行進」には、国内外の教会から 39隊、約7千人が参加しました。降りしきる雨の中、マトイや万灯を中心にした行進が行われ、沿道には約 1 万 8 千人の観客が声援を送っていました。  京都教会から青年部を中心に、隊列に 16人、沿道からの応援に 20人が参加しました。京都の青年たちは渋谷教会の隊列に加えてもらい、マトイと笛・鐘・太鼓で参列しました。  前日の朝、京都を出発。京都教会着は当日の深夜。往復バスの強行軍でしたが、参加した青年たちは一体感を味わい、元気いっぱいで帰ってきました。   
マトイにマトイにマトイにマトイに激励激励激励激励されされされされ布教布教布教布教にににに    【お会式の意義と由来】【お会式の意義と由来】【お会式の意義と由来】【お会式の意義と由来】（本部ＨＰより）  本部での「お会式・一乗まつり」が開催される 1週間前の 13 日、京都教会では日蓮聖人遠忌法要が行われました。読経供養の後、佐藤教会長から布教への心構えがありました。  「目に見えない存在を尊ぶ心の大切さ」「法華経を行ずる人には仏の使いがやってくる」と述べ、布教を通して「目に見えない仏のはたらきを感じてもらいたい」と語りました。  出発にあたり、青年部によるマトイ披露がありました。元気をもらえたと会員から好評でした。 

  

 お会式とは、日蓮聖人ご入滅のときに、池上の小山の桜が花咲いたという奇瑞から、以後、信者たちが万灯に桜の花を飾って池上に集い、お堂にこもって翌 13 日の御入滅の時刻まで、読経唱題をし、さらに夜通しお徳を称える説教を聞いて、お慕いしたのが起源と伝えられております。立正佼成会では、昭和 24年に、日蓮宗日円山妙法寺（東京・杉並区堀ノ内）のお会式にはじめて参加し、さまざまな経緯を経て現在の「お会式・一乗まつり」となりました。   本会のお会式は、日蓮聖人を慕い、法要を通して、報恩感謝の真心を捧げ、行動を表すことによって信仰心、そして強固な団結心の高揚を図ってきました。  平成 14 年からは、平成 11 年 10 月に入寂した庭野開祖の一乗の精神を万灯行進に込めることとなり、名称も「お会式・一乗(いちじょう)祭(さい)」に改められました。     渉外部からのお知らせ ●１１月の主要行事予定 １１月 １日      ４日     １０日    １５日  
朔日参り・布薩の日  同夜間式典 開祖さまご命日 七五三参り 脇祖さまご命日 開祖さま生誕会  同夜間式典 

 9：00～ 19：30～ 9：00～ 10：30～  9：00～  9：00～ 19：30～ 
●メッセージ 9月の台風 18 号、10 月の台風 26号で被害に遭われた方々にお見舞い申し上げますとともに、一日も早く復興できますようスタッフ一同お祈りいたします。「災害は忘れた頃にやってくる」とよく言います。日頃から、いざというときの備えが大切です。災害グッズなど『モノ』の備えも必要ですが、『こころ』の備え、『絆』の備えにも平時から心がけたいものです。  


